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研究成果の概要（和文）：　1980年代以来、中国語学は、理論的探索、方言のフィールド調査、古典文献の計量
分析、漢代以前の多数の写本の発見・解読など、さまざまな方面で大きな発展を遂げた。それにともなって、中
国語学分野の学術用語を収集してまとめ、正確な定義を与えることが急務になっている。
　本研究は、日本国内の多数の研究協力者とともに、中国語学において使われる基礎的な専門用語を選び、それ
ぞれについて分かりやすく正確な解説を作成することを企図して、その草稿を作成した。研究の成果は、さらな
る改訂を経たのち、『中国語学辞典』として出版の予定である。

研究成果の概要（英文）：Since the 1980's, Chinese linguistics have made great progress in various 
areas such as theoretical exploration, field research on Chinese dialects, corpus analysis of 
Classical Chinese materials, and discoveries and decipherment of a lot of pre-Han manuscripts. It is
 urgent to compile terminology of Chinese linguistics into a lexicon and to give accurate 
definitions.
This research project, together with many research collaborators in Japan, selected basic terms 
which commonly used in the field of Chinese linguistics and tried to give clear and accurate 
definition to them. Results will be published as a "Lexicon of Chinese Linguistics" after further 
revision.
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１．研究開始当初の背景 
近 40 年のうちに、中国語研究はあらゆる

面で大きな進展をみせた。しかし、日本にお
いては、1957-58 年の中国語学研究会編『中
国語学事典』、1969 年の中国語学研究会編『中
国語学新辞典』以来、40 年以上にわたって中
国語学の用語を解説した辞典類が現れてい
ない。また、1980 年の国語学会編『国語学
大辞典』、1988-2001 年の亀井孝・河野六郎・
千野栄一編著『言語学大辞典』には中国語関
連の多くの重要項目が含まれているが、現在
の中国語学の水準からみて補うべき点が少
なくない。 
一方、海外で編まれた各種の中国語学辞典

は、日本国内の成果について触れることが少
なく、日本の研究者が利用をするには、物足
りない水準にとどまる。過去の中国語学の豊
富な成果をふまえ、各国の中国語研究論文に
みられる用語の収集調査をおこない、日本語
での標準的な訳語を与え、学界共通の財産と
することが必要とされている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以上のような状況にかんがみて、

中国語学の重要な用語を網羅し、日本語・中
国語・英語による対照をはかった標準的な用
語一覧を作成し、項目ごとに定義、基本的な
参考文献を加えて、参照可能な形態でまとめ
ることを目的とした。これにより、以下のよ
うな効果が期待される。 
 
(1)中国語学の研究成果を言語学の共有資

源化：近 40 年の中国語学において、特に大
きな進展を見せ、日本国内の研究者による貢
献も少なくない分野としては、特に①現代語
文法における理論的・記述的研究、②新出土
資料の急激な増加による古文字（特に戦国秦
漢時代）・上古中国語音韻研究、③近世中国
語(海外対訳資料によるデータを含む)の文
法・語彙研究、④方言調査の深化を踏まえた
記述的・言語地理学的研究、などを挙げるこ
とができる。これら新しい成果を簡明に解説
することで、中国語学研究者が研究動向全体
を把握し、分野間の連携をすすめることが容
易になる。さらに、中国語を専門としない言
語学研究者にとっても、中国語学に関する成
果の参照を容易にする。 
ただし、心理言語学・神経言語学を始めと

して、研究代表者が全く関連する知識を持た
ない分野に関しては、研究対象の範囲からと
りあえずはずさざるを得なかった。 
 
(2)中国語学と中国学諸分野の研究融合の

促進：中国語学に関する知識は、中国の思
想・歴史・文学などに関する学問分野にとっ
ても有用である。しかし、従来は、他の諸分
野の研究において、必ずしも中国語学の新し
い知見が充分に参照されておらず、結果的に
数十年前の不正確な研究にもとづいた論断
がなされる場合もあった。本研究の成果を、

中国語学と中国思想・中国史・中国文学との
研究融合を促進する契機とし、新たな研究手
法を作り出すことをめざす。 

 
３．研究の方法 
(1)先行する中国語学用語集の収める用語

の調査研究：中国語学用語を集成した基礎的
文献である日本の『中国語学新辞典』（1969
年)、中国の『語言学名詞 2011』（2011 年）
に現れる中国語学用語を整理し、その中から
研究上必須だと考えられる項目を選定した。 
 
(2)中国語学文献に現れる用語の調査研

究：分野ごとに主幹となる研究協力者の助力
を得て、必要と認められる用語・資料名の選
定をおこなった。以下、〔〕内に中心的な役
割を果たした研究協力者の氏名（敬称略）を
記す。 
①現代語文法：国際的に大きな影響を与え

た朱徳熙『語法講義』、劉月華等『実用現代
漢語語法』などに現れる重要な用語を抽出し、
それぞれについて日本語・英語の訳語案を定
めた〔小野秀樹・三宅登之・楊凱栄ほか〕。 
②文字学・史的研究：文化大革命後、中国

大陸では戦国・秦・漢時代の古文字で書かれ
た出土資料の発見があいついだ。また、過去
には容易に見られなかった各種文献が影印
されたこと、各種コーパスの整備が進んで計
量的研究が容易になり多くの論文が生み出
される等の変化が起きている。重要だとみな
される資料名称や史的研究の用語に関して、
研究上で必須となる重要項目の選択をすす
めた〔大西克也・木津祐子・竹越孝ほか〕。 
③音声学：実験音声学の分野では、標準中

国語である普通話のみならず、方言に関して
もデータが蓄積された。それらの成果の吸収
にも努めた〔朱春躍・岩田礼ほか〕。 
④語用論・社会言語学：これらの分野は、

40 年前に比して研究の質と量の向上が特に
著しいため、新規に項目の選定を行わざるを
得なかった。第二言語としての中国語教育に
関しても、中国政府が力を入れている現状を
反映した項目を選定できるように検討した
〔山崎直樹ほか〕。 
⑤現代語研究と史的研究の連携：現代語研

究と史的研究がともに大きく進展した結果、
これら二分野の研究者が会したとき、相互の
研究について充分把握できていないことも
ある。このような現状を打破するため、現代
語研究の用語・概念のうち、史的知識を前提
とした場合、より効果的研究が可能になる事
項の選定を行った〔大西克也・松江崇・竹越
孝〕。 
 研究代表者である平田昌司は、以上の研究
全体を統括するとともに、史的研究分野の作
業を分担した。 
本研究を推進するにあたっては、本報告書

１．で記した背景にかんがみて、中国語学分
野における日本の代表的な組織である日本
中国語学会の積極的な協力を得ることがで
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